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種目 団名 受付場所 備考

野球

金島コンドル 吾妻川公園 (注１)渋川キングファイターズと古巻オリ
オンズは随時募集。
(注２)津久田レッドキャップは３月の毎週
土・日曜日午前９時～午後３時に受付。
(注３)北橘イーグルスは３月の毎週水曜
日午後４時～６時に受付。
(注４)橘リトルタイガースは３月の毎週
火・木曜日午後４時～６時と土曜日午前９
時～午後４時に受付。
(注５)伊香保フェニックスは３月の毎週
火・木曜日午後４時～６時と土曜日午前
10時～正午に受付。
(注６)小野上サンデースは女子の入団も
歓迎。

渋川キングファイターズ(注１) 渋川北小校庭
渋川サウスサンズ 渋川南小校庭
豊秋ジュニアホークス 豊秋小校庭
古巻オリオンズ(注１) 古巻小校庭
古巻リバース 古巻小校庭
中郷リトル 中郷小校庭
長尾イースターズ 長尾小校庭
上白井ファイターズ 上白井小校庭
津久田レッドキャップ(注２） 津久田小校庭
横野コンドル 三原田小校庭
北橘イーグルス(注３） 橘北小校庭
橘リトルタイガース(注４） 橘小校庭
伊香保フェニックス(注５） 伊香保小校庭
小野上サンデース(注６） 小野上運動公園グラウンド

サッカー

G
ジーケイエフ　ユナイテッド

KF.UNITED金島ハヤブサイレブン(注１) 古巻中校庭 (注1)GKF.UNITED金島ハヤブサイレブン
と古巻サッカークラブは３月22日(木)ま
での毎週木曜日午後７時～９時に受付。
(注２)小野上ＦＣは女子の入団も歓迎。
(注３)Calchet Jr.は３月の毎週火～金曜日
午後５時～８時に受付。
(注４)ANGELO子持支部と赤城支部は３
月の毎週月・木曜日午後６時～８時に受付。
(注５)橘少年サッカーは３月の毎週土・
日曜日午前９時～10時に受付。

渋川ジュニア　西ＦＣ 渋川西小校庭
渋川ジュニア　北ＦＣ 渋川北小校庭
渋川ジュニア　南ＦＣ 渋川南小校庭
渋川ジュニア　豊秋ＦＣ 豊秋小校庭
GKF.UNITED古巻サッカークラブ(注１) 古巻中校庭
小野上ＦＣ(注２) 小野上小校庭

C
カルチェット

alchet J
ジュニア

r .(注３)　☆ カルチェットスポーツクラブ

AN
アンジェロ

GELO子持支部(注４) 子持社会体育館

橘少年サッカー(注５） 橘小校庭
ANGELO赤城支部(注４） 子持社会体育館

剣道
☆

渋川剣道 渋川中武道館 (注１)金島櫻剣勇会は毎週火・金・土曜日
午後７時～８時に受付。
(注２)子持剣道クラブは３月４日(日)午
前９時～午後１時に受付。
(注３)橘剣友会講武館は３月の毎週水・金
曜日午後６時～７時30分に受付。

金島櫻剣勇会(注１) 金島小体育館
子持剣道クラブ(注２) 子持格技場
橘剣友会講武館(注３） 橘講武館

スポーツ少年団は、子どもたちがグループ(団)をつくり、スポー
ツを中心とした活動計画を立て、定期的に活動している団体です。
スポーツをする喜びを通じて、互いの友情の輪を広げ、健康な心
と体を育むことを目的としています。市スポーツ少年団では、新
たに団員を募集しますので、皆さん、申し込みください。

スポーツ少年団の平成24年度団員を募集

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な

心
と
体
を
育
て
よ
う

心
と
体
を
育
て
よ
う

結団式で宣誓する代表児結団式で宣誓する代表児
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種目 団名 受付場所 備考

柔道
☆

渋川市柔道スポーツ少年団 市武道館 ３月の毎週金曜日午後６時30分～８時に受付。

子持柔道教室 子持格技場 ３月の毎週火曜日午後７時～９時に受付。

北橘柔道スポーツ少年団 北橘中体育館 毎週火・木曜日午後７時～９時に受付。

赤城柔道スポーツ少年団 赤城スポーツセンター柔道室 ３月の毎週火・木曜日午後７時30分～９時30分に受付。

渋川中央柔道スポーツ少年団 渋川中武道館 ３月の毎週火曜日午後７時～９時に受付。

空手
☆

ＪＫＡ渋川少年団

市民体育館（夜間）

各団とも３月７日(水)、14日(水)午後７時～８時
に受付。

ＪＫＡ豊秋少年団

ＪＫＡ古巻少年団

ソフトテニス
渋川ソフトテニス　☆ 子持社会体育館 各団とも平成24年度小学３年生以上を募集。

伊香保ソフトテニス 伊香保児童屋内体育館

ラグビー　☆ 渋川ラグビー 坂東橋緑地公園第２広場 ３月25日(日)に受付。

スキー　☆ 渋川ジュニアスキークラブ 飯塚スポーツ 随時募集。

スケート
☆

渋川スケート 総合公園スケート広場

ＳＩＫＳＣスケート コマツスポーツクラブ

伊香保スピードスケート 伊香保リンク

アイスホッケー　☆ 渋川アイスホッケー少年団 伊香保リンク

バドミントン 渋川リトルバーズ 渋川南小体育館 平成24年度小学２年生以上を募集。

ミニバスケット

渋川北ミニバス 渋川北小体育館 ３月３日(土)に受付。

子持ミニバスケットボールクラブ 長尾小 ３月３日(土)午前９時～正午に受付。

Ｋ・Ｍ・Ｂ・Ｃミニバスクラブ 長尾小 ３月の毎週火・木曜日午後６時30分～８時に受付。

橘ＫＩ
キ ッ ズ

ＤＳミニバスクラブ 北橘中体育館 ３月の毎週火曜日午後７時～９時に受付。

バレーボール
子持ジュニアバレークラブ 子持社会体育館 随時募集。

赤城ラビッツ 赤城スポーツセンター ３月の毎週水曜日午後７時～９時に受付。

卓球
☆ 子持ジュニア卓球クラブ 子持社会体育館

サブアリーナ
３月６日(火)、13日(火)午後７時30分～９時に受付。
平成24年度小学５年生以上を募集。

陸上 子持少年陸上クラブ 子持中体育館

スポーツ少年団の団員募集スポーツ少年団の団員募集

◆
一
斉
受
付
日　

３
月
４
日
㈰

午
前
９
時
〜
10
時

※
団
に
よ
り
申
込
日
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
下
表
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
種
目
・
受
付
場
所　

下
表
の

と
お
り

◆
対
象
者　

小
学
１
年
生
以
上

※
対
象
者
が
団
に
よ
り
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
☆

印
の
付
い
て
い
る
種
目
や
団
は
、

中
学
生
も
募
集
し
ま
す
。

◆
入
団
費　

４
、０
０
０
円(

登

録
料
・
保
険
料
を
含
む)

◆
申
込
方
法　

入
団
費
と
申
込

書(

各
小
・
中
学
校
で
配
布
し
ま

す)

を
持
参
し
、
各
団
の
受
付
場

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先　

二
体
育
課

(

☎
㉒
２
１
０
４)

15
種
目
の
計
55
団
で
団
員
募
集

一
斉
受
付
日
は
３
月
４
日
㈰

　スポーツ少年団は「丈夫な心と体を育てるこ
と」を目的に、練習や試合、時には合宿などの
活動を、低学年から高学年までが一緒に行う、
学校生活とは一味違った集団です。団や個人の
目標に向かって、仲間と一緒に鍛え合うことで、
「頑張ること」「支え合うこと」の大切さを知
ることができます。また、小さな目標でも、達
成できたときの喜びを体験することができます。
これらの経験は、大きな力となって、子どもたち
の将来にきっと役立つと思います。好きな種目
を選んで、みんなでスポーツを楽しみましょう。

少年団での経験は
将来役立ちます！

渋川市スポーツ少年団
本部長　中村　勉さん
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年
を
取
る
に
連
れ
て
判
断
能
力
が

衰
え
て
く
る
と
、
買
い
物
や
金
銭
管

理
を
は
じ
め
と
し
た
日
常
生
活
上
の

行
為
が
難
し
く
な
り
、
本
人
に
と
っ

て
多
く
の
不
利
益
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
認
知

症
の
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
事
件
や
訪
問
販
売

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
認
知
症
の
人
に
代
わ
っ
て

施
設
入
所
の
契
約
を
し
た
い
と
き
や

本
人
の
生
活
費
に
充
て
る
た
め
に
不

動
産
を
処
分
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮

ら
し
な
の
で
、
将
来
認
知
症
に
な
っ

た
場
合
に
備
え
た
い
と
い
う
悩
み
を

も
つ
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
高
齢
者
の
権

利
を
守
る
た
め
に
「
成
年
後
見
制

度
」
を
利
用
す
る
と
安
心
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
？

高
齢
者
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

成
年
後
見
人
の
職
務
を
大
き
く
分

け
る
と
、「
財
産
管
理
」
と
「
身
上

監
護
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
財
産
管
理
」
は
、
通
帳
の
保
管

や
入
出
金
の
管
理
な
ど
に
よ
り
、
本

人
の
た
め
に
必
要
な
支
出
を
計
画
的

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
な
ど

の
重
要
な
財
産
の
管
理
、
保
存
、
処

分
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
身
上
監
護
」
は
、
施
設
入
所
契

約
や
介
護
契
約
な
ど
、
本
人
の
生
活

や
療
養
看
護
に
関
す
る
こ
と
を
本
人

に
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
と
保
佐
人
、
補
助
人

は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
り
、

与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
に
お
い
て
、

本
人
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
人
、
利
用
を
考
え
て
い
る

が
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
人
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の

個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

成
年
後
見
人
の
職
務

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
が
理
由

で
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分

で
は
な
い
人(

本
人)

に
つ
い
て
、
本

人
の
権
利
を
守
る
援
助
者(

成
年
後
見

人
な
ど)

を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人
を
法

律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
本
人
の
判

断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
か
ら
援

助
者
を
選
ぶ
「
法
定
後
見
制
度
」
と

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
る
前
に
、

あ
ら
か
じ
め
自
ら
が
選
ん
だ
代
理
人

と
契
約
を
結
ん
で
お
く
「
任
意
後
見

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

「
法
定
後
見
制
度
」
に
は
、
本
人
の

判
断
能
力
に
応
じ
て
「
後
見
」「
保

佐
」「
補
助
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

制
度
利
用
の
相
談
は
ど
こ
へ
？

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

判
断
能
力
が
衰
え
た
高
齢
者
の
権
利
を
守
る

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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核
家
族
化
の
急
速
な
進
行
や
地
域

社
会
の
環
境
変
化
か
ら
、
全
国
的
に

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
、
本
市
に
お
い

て
も
同
様
で
す
。
現
在
約
２
、
３
０

０
人
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
確
認

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
数
は
、
高
齢
者

人
口
の
１
割
超
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
、

老
老
介
護(

老
人
に
よ
る
老
人
の
介

護)

な
ど
が
増
え
、
地
域
や
社
会
か
ら

孤
立
し
た
生
活
を
送
る
高
齢
者
が
増

加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
孤
立
し
た
生
活
が
、
近
年

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
孤
立
死
」
へ

つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
高
齢
者
は
…

▽
家
族
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
付

き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
地
域
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
孤
立
し
な
い
生
活
を

送
る
よ
う
、
地
域
で
の
絆

き
ず
な

づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
で
は
…

▽
地
域
で
の
さ
り
げ
な
い
見
守
り
、

あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
を
通
じ
、
つ
な

が
り
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
の

高
齢
者
を
近
隣
に
い
る
人
た
ち
が
温

か
く
見
守
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
手
助
け
に
な

り
ま
す
。

▽
地
域
で
気
に
な
る
高
齢
者
が
い
る

場
合
や
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
相
談
な
ど
、
気
軽
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

誰
に
も
み
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
息
を

引
き
取
り
、
そ
の
後
相
当
期
間
放
置

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

孤
立
死
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
、
血
縁

(

家
族
、
親
族)

・
地
縁(

地
域
住
民)

・
社
縁(

職
場
の
人
間
関
係
を
通
じ
た

関
わ
り)

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
る

「
無
縁
社
会
」
の
ま
ん
延
、
貧
困
、

格
差
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

増
加
す
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
に

「
孤
立
死
」
と
は

こ
の
先
心
配
な
孤
立
す
る
高
齢
者
の
増
加

「
孤
立
死
」
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

●赤城・北橘地区＝東部地域包
括支援センター(赤城総合支所
内・☎⑳6002)

●渋川・伊香保地区＝地域包括
支援センター(本庁舎内・☎㉒
2179)

●小野上・子持地区＝北部地域
包括支援センター(子持総合支
所内・☎605445)

■問い合わせ先■
小野上

子持
赤城

渋川伊香保
北橘
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NEWS

市政ニュース

　

旧
渋
川
公
民
館
の
建
物
は
、
四
ツ

角
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

取
り
壊
し
て
一
部
保
存
す
る
方
針
で

し
た
が
、
保
存
を
求
め
る
市
民
の
多

く
の
声
を
受
け
て
、
渋
川
商
工
会
議

所
の
事
務
所
と
し
て
、
移
転
保
存
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
渋
川
商
工

会
議
所
と
協
力
し
て
、
旧
渋
川
公
民

館
建
物
の
保
存
活
用
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

建
物
は
、
渋
川
商
工
会
議
所
に
無

償
で
譲
渡
し
た
後
、
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
残
し
た
ま
ま
、
移
転
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
渋

川
商
工
会
議
所
の
事
務
所
と
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
活

性
化
に
向
け
た
活
用
を
図
り
ま
す
。

渋
川
商
工
会
議
所
と
協
力
し
て
建
物
の
保
存
整
備
に
取
り
組
み
ま
す

移
転
後
は
商
工
会
議
所
事
務
所
と
し
て
中
心
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
に

旧渋川公民館の建物保存活用共同プロジェクト旧渋川公民館の建物保存活用共同プロジェクト

①
７
月
27
日　

渋
川
市
重
要
文
化
財

指
定

②
９
月
１
日　

市
と
渋
川
商
工
会
議

所
と
の
建
物
無
償
譲
渡
契
約
お
よ
び

土
地
無
償
貸
付
契
約
の
締
結

③
建
物
移
転
保
存
の
た
め
の
設
計

①
移
転
改
修
工
事

②
渋
川
商
工
会
議
所
事
務
所
移
転

※
無
償
譲
渡
後
は
、
渋
川
商
工
会
議

所
が
事
業
の
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
企
画
課(

☎
㉒
２
３

９
６)

へ
。

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度
以
降

平
成
26
年
３
月
事
業
完
了
予
定

移
転
保
存
ま
で
の
流
れ

　市と県、および多重債務者支
援団体では、借金などの返済に
行き詰まった人を対象に、家計
の再構築方法などについて、助
言や指導をする相談会を行いま
す。
　多重債務に陥らないための、
生活に見合った家計の建て直し

方法などを専門家がアドバイス
します。また、必要に応じて法
律の専門家を紹介します。
　個人の秘密は厳守します。気
軽に相談してください。
とき　２月24日(金)午後１時～
５時
ところ  市役所第二庁舎２階204

会議室
定員　８人(先着順)
相談料  無料
申込方法　電話で市消費生活セ
ンターへ
その他　今回会場に来られない
人には、他市の会場を紹介しま
す

　「旧渋川公民館の保存と街づくり
を考える会」では、旧渋川公民館の
建物を保存整備するための募金を、
事務局窓口(渋川商工会議所内)また
は銀行振込で受け付けています。
　この募金は、市へ寄附し、建物保
存整備事業の財源に充てられます。

●振込口座　群馬銀行渋川支店普通
預金(口座番号1889501)
●口座名義　旧渋川公民館の保存と
街づくりを考える会 会長 寺島順一
　詳しくは、「旧渋川公民館の保存
と街づくりを考える会」事務局(渋川
商工会議所内・☎㉕1311)へ。

保存整備のための
募金にご協力ください

生活の建て直し相談会 ／ 専門家がアドバイスします　二市消費生活センター(☎㉒2325)

移転保存の動きがすすむ旧渋川公民館建物移転保存の動きがすすむ旧渋川公民館建物
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不妊治療費の助成を行っています不妊治療費の助成を行っています

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
治
療
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
と
な
る
不
妊
治
療

①
特
定
不
妊
治
療(

体
外
受
精
・
顕
微

授
精)

を
含
む
不
妊
治
療　

②
そ
の
他

医
師
が
認
め
た
一
般
不
妊
治
療

※
特
定
不
妊
治
療
を
含
む
不
妊
治
療

の
場
合
は
、
ま
ず
「
群
馬
県
特
定
不

妊
治
療
費
」
の
助
成
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
市
で
は
、
治
療
に
要
し
た
額

か
ら
、
県
が
助
成
し
た
額
の
残
額
を

助
成
対
象
と
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
た
め
の
要
件

・
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
婚

姻
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る

夫
婦

・
申
請
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
本
市

に
住
所
が
あ
る
夫
婦

・
医
療
保
険
加
入
者

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

受
診
医
療
機
関　

指
定
は
あ
り
ま
せ

ん助
成
内
容　

当
該
年
度(

４
月
〜
翌
年

３
月
ま
で)
の
治
療
に
要
す
る
夫
婦
負

担
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額(

特

定
不
妊
治
療
を
含
む
不
妊
治
療
の
助

成
額
の
上
限
は
10
万
円
、
一
般
不
妊

治
療
の
助
成
額
の
上
限
は
５
万
円)

※
助
成
は
、
１
年
に
１
回
の
申
請
で

通
算
３
回
ま
で
で
す
。

申
請
方
法  

所
定
の
申
請
書(

渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
二
渋
川
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
提
出

※
申
請
に
は
、
医
療
機
関
が
発
行
し

た
領
収
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
な

お
、
先
に
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告

を
行
う
場
合
は
、
領
収
書
の
返
却
を

希
望
す
る
こ
と
を
確
定
申
告
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ
。

１
年
に
１
回
の
申
請
で
通
算
３
回
ま
で
助
成
し
ま
す

一
般
不
妊
治
療
の
場
合
最
大
５
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す

対象者　市内に１年以上住ん
でいる世帯の学生で、経済
的理由によって就学が困難
な人
※他の制度による奨学金と
の併用が可能です。また、
一定の所得要件があります。
貸与月額　▷高等学校など
＝１万円以内　▷高等専門
学校＝１万5,000円以内 
▷大学、短期大学など＝３
万5,000円以内
申込方法　申請用紙(教育総
務課にあります)に必要事項
を記入し、二教育総務課へ
申込期限　３月１日(木)
　詳しくは、教育総務課(☎
㉒2076)へ。

平成24年度の
  奨学生募集！

経済的な理由で
就学が困難な学生を
支援します

り、地域の健全な発展を目的に、
自治会などのコミュニティー事
業に対して助成を行っています。
　このたび、北橘地区自治会連
合会では、これらの助成を受け、
14カ所の自治会住民センターに
コピー機を購入したほか、全自
治会にテントを整備しました。

(北橘総合支所市民福祉課)

活動に必要な設備や施設の整備
に対し助成を行っています。
　また、(財)自治総合センター
では、自治宝くじの収益金によ

　公益財団法人群馬県市町村振
興協会では、市町村振興宝くじ
(サマージャンボ宝くじ)の交付
金を財源として、自治会などの

宝
く
じ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

北橘地区の住民センターなどにコピー機とテントを整備北橘地区の住民センターなどにコピー機とテントを整備
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各
基
準
に
基
づ
く

項
目
の
調
査
結
果

　
「
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る

環
境
基
準
」
は
、
全
て
の
公
共
用

水
域
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調

査
の
結
果
、
市
内
の
河
川
は
す
べ

て
基
準
値
内
で
し
た
。

　
「
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る

環
境
基
準
」
は
、
河
川
な
ど
の
水

の
利
用
目
的
に
応
じ
て
、
AA
か
ら

Ｅ
類
型
ま
で
６
段
階
に
類
型
が
指

定
さ
れ
、
AA
類
型
が
最
も
き
れ
い

な
水
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

類
型
ご
と
に
５
つ
の
基
準
値
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
利
根
川
と
吾
妻
川

が
Ａ
類
型
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
で
は
、
両
河
川
と
も

大
腸
菌
群
数
を
除
い
て
全
て
基
準

値
内
で
し
た
。

市
内
の
中
小
河
川

全
体
の
水
質
状
況

　

利
根
川
と
吾
妻
川
以
外
の
中
小

河
川
に
は
、
生
活
環
境
の
保
全
に

関
す
る
環
境
基
準
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
コ
イ
や
フ
ナ

が
生
息
で
き
る
と
さ
れ
る
Ｃ
類
型

の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
基
準
値（
５
㍉
㌘
／

㍑
以

下
）を
参
考
に
比
較
し
ま
す
。
Ｂ
Ｏ

Ｄ
は
、
高
い
数
値
ほ
ど
水
が
汚
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
が
５

㍉
㌘
／

㍑
を
超
え
た
河
川
は
、
天
神

沢
川
、
逆
川
、
滝
の
沢
川
、
唐
沢

川（
以
上
渋
川
地
区
）、
唐
沢
川（
子

持
地
区
）の
５
つ
で
し
た
。
こ
の
状

況
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

下
水
道
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

河
川
全
体
の
水
質
の
状
態
は
、
か

な
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

別
の
傾
向
と
し
て
は
、
数
値
の
高

か
っ
た
市
街
地
の
値
は
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
が
増

加
し
て
い
る
地
域
や
下
水
道
普
及

が
遅
れ
て
い
る
地
域
は
、
や
や
高

い
値
を
示
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

 

（
本
環
境
課
）

　市では、毎年、市内河
川の水質を確認する調査
を行っています。平成22
年度には、36河川の40
地点で４回ずつ測定しま
した。調査では「人の健
康の保護に関する環境基
準」について26項目、「生
活環境の保全に関する環
境基準」について55項目
を測定しました。
　今回は、調査の結果から、
市内河川の状況をお知ら
せします。

市内河川の水質調査
結果を報告します

平
成
22
年
度
環
境
分
析
室
の
調
査
結
果
報
告
②

川から採取した水の汚染度合いを調べる職員川から採取した水の汚染度合いを調べる職員

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0

橘川
木曽川
後沢川
山田川
東川
天竜川
黒沢川
滝川
奥沢川
中堀川
諏訪沢川
栗の木川
沼尾川
鯉沢川
大門川
芦の沢
唐沢川
宮沢川
寺沢川
田島沢川
滝の沢川
午王川
漆原用水
午王上流
前金沢川
茂沢川
寿々川
唐沢川
金沢川
平沢川
天神沢川
逆川
大輪川
沼尾川

平成22年度中小河川のＢＯＤ値(年平均)

渋
　
川

小
野
上

子
　
持

赤
　
城

北
　
橘
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中小河川BOD年平均値の経年変化
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同
和
問
題
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
に
県
が
行
っ
た

人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識

調
査
で
は
、「
同
和
問
題
」「
部
落

差
別
」が
人
権
問
題
と
し
て
あ

る
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
」と

答
え
た
人
の
割
合
が
70
・
８

㌫
。「
知
ら
な
い
」と
答
え
た
人

の
27
・
９
㌫
を
大
き
く
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
数
値
は
、前
回
行
っ
た
平

成
12
年
調
査
の
結
果
と
比
べ
る

と
「
知
っ
て
い
る
」が
９
・
６

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、逆
に
「
知

ら
な
い
」が
10
・
１
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
意
識
調
査
は
、県
民
３
、

０
０
０
人
を
対
象
に
、10
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
行
わ
れ
た
意
識
調
査
の

結
果
か
ら
、若
い
世
代
ほ
ど
認

知
度
が
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。ま
た
、同
和
問
題
が
正

し
く
理
解
さ
れ
、差
別
問
題
が

な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、差
別
の
事
象
が
い

ま
だ
に
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

差
別
問
題
を
な
く
し
て
い
く

に
は
、人
権
問
題
の
啓
発
や
教

育
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

ま
た
、そ
れ
と
同
時
に
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
に
関

心
を
寄
せ
、正
し
く
理
解
し
、日

常
生
活
の
中
で
人
権
意
識
を
習

慣
化
し
、文
化
と
し
て
社
会
に

定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

21
世
紀
を
人
権
の
世
紀
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
寄
稿
：
市
人
権
教
育
推
進
協

議
会
委
員
・
二
生
涯
学
習
課
）

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

育
て
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
Vol.4

市
人
権
尊
重
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
／
中
学
校
の
部
最
優
秀
賞
作
品

まま ちち づづ くく りり かか わわ らら 版版
中 心 市 街地

　10月には「まちなか交流広場イベント
2011」を開催。今年は、事業連携している高
崎経済大学の学生と協働し、渋川の名物づく
り「シブめし」グランプリを開催しました。学
生が市の特産品を利用した独自の料理７品目
を調理、販売。購入者が投票した結果、コン
ニャクとマイタケを使い、コロッケ風に揚げた
「しぶコロ」がグランプリに輝きました。

　平成23年度は次の事業を実施しました。
　４月、「渋川市まちサポ」ホームページ
（http://machisapo-shibukawa.com/）を開設
し、市民サポーターの活動などを紹介。
　９月に開催された「花と緑のぐんまづくり
2011」では、来場者に湯茶の接待を行ったほか、
海鮮焼き、フランクフルト、焼きそばなどを販
売してイベントを盛り上げました。

平成23年度まちづくり市民サポーターの活動を紹介します

第23回

　12月には「まちなかイルミネーション」を
開催。テーマを「ふるさと」とし、星が輝く夜
空をイメージした「光のトンネル」や、童謡
「ふるさと」の音符を光で型取ったほか、耳で
も楽しんでもらおうと「ふるさと」の曲が誰で
も演奏できるハンドベルを設置しました。
　来年度も、さまざまなイベントや事業を考
えていきたいと思います。 （二商工振興課）

「シブめし」の人気投票で盛り上がるイベント会場「シブめし」の人気投票で盛り上がるイベント会場



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  
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ピ
ッ
ク
ス
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ク
ス
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子持公民館で「市交通指導員年頭式」開催
指導員73人が交通事故撲滅への決意を新たに

　通学路での交通指導や各種イベ

ント会場の交通整理などで活躍す

る市交通指導員の年頭式が１月９

日、子持公民館で行われました。

　会場では、市内各地区から選出

された交通指導員73人が整列し、

市長や渋川警察署長など多くの来

賓から服装や装備品などの点検を

受け、交通事故のない安全なまち

を目指して士気高揚を図りました。

整列し順次点検を受ける交通指導員

思い思いの作品作りを
楽しむ参加者（左）　講
師と相談しながらバラ
ンスよく石を配置（右上）
完成した作品（右下）

　北橘公民館で１月17日、若妻会主催の「パワーストーン教室」が行
われました。参加者は、パワーストーンと呼ばれる何十種類もの天然
石から、石のもつといわれる効果や色味など、好みのものを組み合わ
せて、ブレスレットやストラップを作成。「この色いいね」「少し小さい
かな？」と自分や家族に似合う作品を作り上げ、大満足の様子でした。

北橘地区若妻会の「パワーストーン教室」
自分や家族に似合う世界で１つのブレスレット作り
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北橘幼稚園の年中組園児と祖父母との交流会
園児40人と祖父母15人がお正月遊びで楽しく交流

　北橘幼稚園で学年ごとに行われ

ている「祖父母交流」。１月17日

には、年中組の園児の祖父母が来

園して、孫たちとお正月遊びでふ

れあいました。園の内外に用意さ

れた11種類の遊びを、思い思いに

楽しむ子どもたち。おじいちゃん、

おばあちゃんと一緒に、だるま落

としや福笑い、羽子板などで楽し

いひとときを過ごしました。

祖父母に遊び方を教わりながら歓声を上げて楽しむ園児たち

見事にそろったパレー
ド（左）　市消防団など
による一斉放水（右上）
市女性消防隊は昨年全
国大会に出場（右下）

　昨年発生した大災害の影響で防災意識が高まる中、消防隊員の士
気を一層高めようと、１月８日「市消防出初式」が行われました。参
加した消防隊（消防団、消防本部・消防署、女性防火クラブ）は、迫力
あるパレードなどを実施。式終了後には、大勢の観客の中、市女性消
防隊による軽可搬ポンプ操法の訓練展示などが行われました。

熊野東交差点から新町五差路を会場に「市消防出初式」
高まる防災意識の中で士気を一層高める消防隊482人
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本＝本庁舎  二＝第二庁舎  ☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

狩
猟
期
間
の
延
長

二
農
林
課 

☎
㉒
２
５
９
３

　

平
成
23
年
11
月
15
日
か
ら
24
年

３
月
15
日
㈭
ま
で
、
全
県
で
狩
猟

期
間
延
長
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
月
１
日
㈭
か
ら
３

月
15
日
㈭
の
間
は
、
シ
カ
と
イ
ノ

シ
シ
の
わ
な
猟（
銃
器
に
よ
る
止

め
さ
し
を
含
む
）に
限
り
ま
す
。

　

散
策
や
山
仕
事
な
ど
で
野
山
に

入
る
場
合
に
は
、
狩
猟
に
よ
る
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

中
退
共
の
掛
け
金
を

補
助
し
ま
す　
　
　

二
商
工
振
興
課　

☎
㉒
２
５
９
６

　

市
で
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
安

定
を
図
る
た
め
、
国
の
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度（
中
退
共
制
度
）

に
加
入
し
た
事
業
所
に
、
掛
け
金

の
20
㌫
を
１
年
間
補
助
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る
事
業
所　

退
職

金
共
済
契
約
を
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
と
結
ん
だ
事
業
所

補
助
額　

新
た
に
加
入
し
た
被
共

済
者（
従
業
員
）１
人
に
つ
き
掛
け

金
月
額
の
20
㌫

※
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
期
間　

退
職
金
共
済
契
約
を

結
ん
だ
月
か
ら
12
カ
月

申
請
方
法　

補
助
金
交
付
申
請
書
、

退
職
金
共
済
掛
金
内
訳
書
な
ど

（
用
紙
は
商
工
振
興
課
に
あ
り
ま

す
）に
記
入
し
て
、
商
工
振
興
課
へ

申
請
期
限　

２
月
20
日
㈪

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

２
月
26
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放（
市
民
の
み
）

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

２
月
９
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん（
渋
川
／

御
蔭
）

〈
３
月
の
休
館
日
〉

５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、
21

日
㈬
、
26
日
㈪

図
書
館

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内　

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書
館
、

参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
子
ど
も
映
画
会
〉

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
後
２
時

内
容　
「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」「
ち

び
犬
チ
ン
ク
」「
北
か
ぜ
と
お
ひ

さ
ま
」「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

と
き　

２
月
18
日
㈯
午
後
２
時

内
容　

▽
絵
本
＝
「
月
の
う
た
」

「
の
ら
と
星
の
王
様
」「
じ
い
ち
ゃ

ん
の
な
が
い
ひ
げ
」　

▽
紙
芝
居

＝
「
お
と
も
だ
ち
ど
こ
」

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

と
き　

２
月
19
日
㈰
午
後
２
時

内
容　
「
ポ
ー
川
の
ひ
か
り
」

（
監
督
：
エ
ル
マ
ン
ノ
・
オ
ル
ミ
／

主
演
：
ラ
ズ
・
デ
ガ
ン
／

２
０
０

６
年
・
イ
タ
リ
ア
映
画
）

証明書を取得した人は、有効期間が満
了となります。満了後の再発行や更新
（満了日の３カ月前から）ができますの
で、必要な人は交付の手続きを行って
ください。
手数料　▷住基カード＝500円　
▷電子証明書＝500円
　詳しくは、本市民課（☎㉒2459）へ
問い合わせてください。

　住民基本台帳カード（住基カード）を
取得し、住基カードに電子証明書のデ
ータを保存すると、自宅のパソコンか
ら確定申告（e

イー

-T
タ ッ ク ス

ax）などが行えるよう
になります。
〈すでに電子証明書をお持ちの方へ〉　
　電子証明書の有効期間は、証明書の
発行日から３年間（住基カードは10年
間）です。なお、平成21年より前に電子

持ってますか？住民基本台帳カード・電子証明書
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
ス
キ
ー
教
室

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

３
月
３
日
㈯
午
前
７
時
集
合

集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

と
こ
ろ　

湯
沢
中
里
ス
キ
ー
場（
新

潟
県
湯
沢
町
）　

講
師　

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
の

皆
さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
人（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

定
員　

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

▽
大
人
＝
２
、
５
０
０

円　

▽
小
・
中
学
生
＝
２
、
０
０

０
円（
バ
ス
代
、
保
険
料
な
ど
）

※
昼
食
、
リ
フ
ト
券
、
ス
キ
ー
レ

ン
タ
ル
料
は
別
途
。

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
期
限　

２
月
15
日
㈬

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

２
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日（
毎
月
第
２
日
曜
日
）は
、
子
持

社
会
体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

公
民
館

公
民
館

渋
川
公
民
館
ま
つ
り

二
渋
川
公
民
館　

☎
㉒
０
９
９
９

　

渋
川
公
民
館
地
区
の
皆
さ
ん
と

定
期
利
用
団
体
に
よ
る
、
作
品
展

と
演
技
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

内
容
・
と
き　

▽
作
品
展
示
＝
３
月

１
日
㈭
〜
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時（
４
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
演
技
発
表
会
＝
３
月
４
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

▽
お
茶
会（
呈て

い

茶ち
ゃ

）＝
３
月
４
日
㈰
午
前
11
時

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館（
第
二
庁
舎
）

入
場
料　

無
料

 スポーツ医科学講演会のご案内 

新
入
社
員
研
修
会

●
と
き　

３
月
15
日
㈭
、16
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

●
と
こ
ろ

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー　

●
内
容　

▽
15
日
＝
開
講
式
、講
義（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
、新
社
会
人
の

健
康
管
理
な
ど
）　

▽
16
日
＝
講
義

（
職
場
の
人
間
関
係
、上
手
な
電
話

の
か
け
方
）、研
修
の
ま
と
め
、閉
講

式　

●
対
象
者　

新
入
社
員（
予

定
者
含
む
）　

●
定
員　

60
人（
先

着
順
）　

●
参
加
料　

▽
会
員
事
業

所
＝
一
人
２
、０
０
０
円　

▽
非
会

員
事
業
所
＝
一
人
４
、０
０
０
円（
資

料
代
、昼
食
代
）　

●
申
込
期
限　

３
月
２
日
㈮　

●
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先　

渋
川
商
工
会
議
所（
☎

㉕
１
３
１
１
）

県
立
点
字
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

県
立
点
字
図
書
館
で
は
、
点
字

図
書
や
録
音
図
書
で
、
文
学
や
歴

史
な
ど
２
万
１
、
５
０
０
タ
イ
ト

ル
を
所
蔵
し
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
人
に
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
点
字
図
書
館

（
☎
０
２
７

－

２
５
５

－

６
５
６
７
）へ
。

３
Ｂ
体
操
体
験
教
室

●
と
き　

３
月
７
日
㈬
〜
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
40
分　

●
と
こ
ろ

市
武
道
館　

●
参
加
料　

無
料　

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

糸
魚

川
よ
ね
子
さ
ん（
☎
０
９
０

－

１

２
０
０

－

１
０
９
０
）へ
。

とき　２月21日（火）午後７時
ところ　北橘公民館３階講堂
演題　「スポーツ傷害の予防
とストレッチ」
講師　中川和昌さん（群馬大
学大学院准教授）
対象者　スポーツ指導者、ス
ポーツ愛好者、一般市民

参加料　無料
持参するもの　動きやすい服
装
申込方法　電話で体育課（☎
㉒2104）または北橘公民館
（☎522300）へ
申込期限　２月13日（月）
　詳しくは、二体育課へ。



平成23年度骨密度検診日程表
検診日 会　場 受付時間

２月24日㈮ 北橘保健センター 午前９時30分～11時30分
２月27日㈪ 小野上保健センター 午後１時30分～２時
２月28日㈫

渋川保健センター
午前９時～11時
午後１時～２時

２月29日㈬
３月１日㈭
３月２日㈮ 子持保健センター

午前９時30分～11時30分
３月５日㈪ 赤城保健センター
３月７日㈬ 伊香保保健福祉センター 午後１時30分～２時

　適度な運動は、健康の保持・増進や生
活習慣病予防に効果があるといわれて
います。
　渋川保健センターでは、運動習慣を身
に付けてもらうため、定期的に運動でき
る「ヘルスアップ教室」を開催します。
コースは２種類で、両コースに参加する
と、毎週２回運動することができます。
●とき　４月～平成25年３月の午後４
時～５時（受付時間は午後３時30分～
３時50分）　●ところ　二渋川保健セ
ンター　●コース・開催日など　①ウ
オーキングコース＝毎週月曜日（講師は
市保健師）　②リズムステップ＆マット
エクササイズコース＝毎週水曜日（講師
は外部の専門家）　※祝祭日・年末年始
は除く。　●対象者　運動を始めたいと
思っている人など　※安全な教室運営
のため、健康状態によっては参加を断る
場合があります。　●定員　各コース
50人（超えた場合は抽選）　●参加料　
無料　●申込方法　電話で渋川保健セ
ンター（☎㉕1321）へ　●申込期限　
２月29日（水）（必着）　●その他　参加
の可否などについては、申込者全員に３
月末までに通知します
　詳しくは、渋川保健センターへ。
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HEALTH INFORMATION

午後１時～３時30分　▷木・金曜日＝午前８時30分～11時30分

平
成
23
年
度
骨
密
度
検
診
の
お
知
ら
せ

指
定
さ
れ
た
日
時
・
会
場
で
忘
れ
ず
に
受
診
を

事
前
調
査
で
受
診
を
希
望
し
た
人
に

受
診
券
を
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す

た
「
平
成
24
年
度
各
種
健
康
診
査
・

各
種
検
診
希
望
調
査
票
」
は
、
来
年

度
の
受
診
の
申
し
込
み
で
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

内
容　

超
音
波
に
よ
る
か
か
と
の
骨

密
度
測
定
、
結
果
説
明
、
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
の
た
め
の
栄
養
と
日
常
生

活
の
話

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中

（
３
月
31
日
㈯
ま
で
）に
30
・
35
・
40

・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に

な
る
女
性

個
人
負
担
金　

５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。
該
当

す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
二
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
㉕
１
３
２
１
）ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
渋
川
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

そ
の
他　

会
場
に
は
保
育
ス
タ
ッ
フ

が
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
が
い
る

人
も
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
密
度
が

低
下
し
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気

で
す
。
骨
折
は
、
寝
た
き
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
診
を

受
け
て
自
分
の
骨
密
度
を
知
り
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
１
月
に
行
っ
た
「
各
種
健
康

診
査
・
各
種
検
診
希
望
調
査
」
で
受

診
を
希
望
し
た
人
に
は
、
受
診
日
時

・
会
場
な
ど
を
記
載
し
た
受
診
券（
は

が
き
）を
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
１
月
中
に
郵
送
し

2424年度のヘルスアップ教室年度のヘルスアップ教室

「健康状態が気になる」
「運動を始めてみたい」と

思っている人は参加を

みんなで元気にウオーキングみんなで元気にウオーキング
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健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
地
区
医
師
会

眼

科

医

師

「
白
内
障
」に
つ
い
て

渋川総合病院

☎22ｰ4111
診療受付時間のご案内／
産婦人科（婦人科のみ診療）　▷月～水曜日＝午前８時30分～11時30分、

●「
白
内
障
」
は
水
晶
体
が
濁
る

　

人
間
の
目
は
よ
く
カ
メ
ラ
に
例
え
ら

れ
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
で
レ
ン
ズ
に
相
当

す
る
の
が
水
晶
体
で
す
。
水
晶
体
は
直

径
９
㍉
㍍
、
厚
さ
４
㍉
㍍
程
度
の
凸
レ

ン
ズ
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
水
晶
体
は

透
明
な
組
織
で
、
タ
ン
パ
ク
質
と
水
分

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
常
な
水
晶

体
は
透
明
の
た
め
、
光
を
よ
く
通
し
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
水
晶
体
の

タ
ン
パ
ク
質
が
変
性
す
る
と
濁
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
状
態
を
「
白
内
障
」
と
い

い
ま
す
。
水
晶
体
が
濁
る
と
、
ま
ぶ
し

さ
や
か
す
み
と
い
っ
た
症
状
が
出
現
し
、

進
行
と
と
も
に
視
力
低
下
し
て
き
ま
す
。

●
原
因
の
多
く
は
加
齢
に
よ
る
も
の

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
が
、

最
も
多
い
の
は
加
齢
に
伴
う
白
内
障（
加

齢
性
白
内
障
）で
す
。
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
、
誰
で
も
年
齢
と
と
も
に
水
晶
体

が
濁
っ
て
き
ま
す
。
老
化
現
象
の
一
つ
な

の
で
加
齢
と
と
も
に
多
く
発
症
し
ま
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
あ
る
先
天

性
白
内
障
や
、
若
い
人
で
も
目
の
け
が

に
よ
る
外
傷
性
白
内
障
や
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
に
合
併
す
る
も
の
、
ス
テ
ロ
イ

ド
な
ど
の
薬
物
に
よ
る
白
内
障
、
糖
尿

病
性
白
内
障
な
ど
、
年
齢
に
関
係
な
く

み
ら
れ
ま
す
。

●
症
状
は
目
の
か
す
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま

　

白
内
障
は
、
水
晶
体
が
混
濁
す
る
た

め
視
力
が
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
水

晶
体
の
濁
り
方
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

自
覚
す
る
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
代

表
的
な
症
状
は
、
①
か
す
ん
で
見
え
る
、

②
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
る
、
③
ダ
ブ
っ
て

見
え
る
、
④
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
を
つ
け
て
も
見
え
に
く
い
な
ど
で
す
。

●
治
療
法
に
つ
い
て

　

い
っ
た
ん
発
症
し
、
混
濁
し
た
水
晶

体
は
元
の
状
態
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
で
あ
る
な

ら
ば
、
点
眼
薬
な
ど
で
白
内
障
の
進
行

を
遅
ら
せ
ま
す
。
薬
剤
は
混
濁
の
進
行

速
度
を
遅
ら
せ
る
も
の
で
視
力
の
回
復

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ぶ
し
さ
や
見
え
に

く
さ
の
自
覚
が
強
く
、
眼
鏡
な
ど
で
矯

正
を
し
て
も
日
常
生
活
に
不
自
由
を
感

じ
る
よ
う
な
ら
ば
、
手
術
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
白
内
障
手
術
は
主
に
、
濁
っ

た
水
晶
体
を
超
音
波
で
砕
き
吸
引
す
る

「
超
音
波
水
晶
体
乳
化
吸
引
術
」
と
人
工

の
レ
ン
ズ
を
入
れ
る
「
眼
内
レ
ン
ズ
挿

入
術
」
で
す
。
症
例
に
よ
っ
て
は
水
晶

体
を
丸
ご
と
取
り
出
す
「
水
晶
体
嚢の

う

外が
い

摘
出
術
」
を
選
択
し
ま
す
。
手
術
は
局

所
麻
酔
で
行
わ
れ
、
手
術
時
間
も
技
術

の
進
歩
に
よ
り
短
縮
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
術
後
は
ほ
か
の
眼
病
が
な
け
れ
ば

視
力
の
改
善
は
得
ら
れ
ま
す
が
、
若
い

こ
ろ
の
目
に
戻
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
に
応
じ
た
眼
鏡
な
ど
の
矯
正

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

目
の
か
す
み
や
ま
ぶ
し
さ
な
ど
を
自

覚
し
た
と
き
は
、
早
め
に
眼
科
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

　小野上地区にある十二ヶ岳(標高1201m)は、利根川支流の吾妻川
左岸にあります。東南に連なる小野子山と同じ古い時代の火山で、
その火口縁の一峰です。　
　特に晩秋から初冬の晴れた日の登山では、山頂で360度の大パノ
ラマを楽しむことができます。見渡してみると、眼下に東吾妻町、
眼前に榛名連山、東に赤城山、北から西方向には真っ白な三国連山
や浅間山などの山々が。また、蛇行して南東方向地平線のかなたに
消えていく雄大な坂東太郎(利根川)も望めます。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　１月８日、市民会館で「二十歳の力で元気にしよう！日
本！」をテーマに成人式が行われました。この日出席した新成人753人は、
式典や中学校区ごとの記念撮影に参加。会場では、あでやかな晴れ着姿
や、旧友や恩師との再会に思わずこぼれる笑顔が輝いていました。

うぶごえ（12月生まれ)
男の子　17人
女の子　18人

　　　広報しぶかわ 発行／渋川市
〒377-8501　群馬県渋川市石原80　TEL 22-2111　FAX 24-6541
平成24年２月１日発行　通巻143号　印刷／朝日印刷工業株式会社
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/

郷土の魅力をひとめくり

空の下　全部見えるよ　僕のまち

渋川かるた vol.22

【重連】
撮影場所：北橘町八崎地内
撮影日：平成23年７月３日
撮影者：大内一幸さん(渋川/明保野)

そ


